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研究成果の概要（和文）：医師の長時間労働が常態化している我が国の女性医師比率は低く離職も見られる。文
化的背景の異なる海外施設において医療職の現状や労働環境、健康に対する意識調査を行い、その現状を研究代
表者が行ってきた本邦の5つの大学病院の調査と比較しグローバルな視点から問題点を検討した。まず、海外医
療連携施設としてフィリピンのSt.Luke’s病院で労働環境や健康に関する独自の質問票調査を施行した。さら
に、フィリピンの医療職の現状を共有するためにウエブ上でワークショップを開催し、本邦における医療職の働
きやすい環境の構築に向けた方策を検討した。医療制度や文化背景の違いによる医療人の労働ストレス等に差が
見られた。

研究成果の概要（英文）：The ratio of female doctors in Japan, where long working hours are the norm 
for doctors, is low and turnover is also observed. The current status of the medical profession, 
working environment, and attitudes toward health were surveyed at overseas facilities with different
 cultural backgrounds. The results were compared with those of five university hospitals in Japan, 
where the principal investigator has conducted surveys, to examine the issues from a global 
perspective. A questionnaire survey on working environment and health was administered at St. Luke's
 Hospital in the Philippines as an overseas medical collaboration facility. Furthermore, a workshop 
was held on the web to share the current situation of the medical profession in the Philippines and 
to discuss measures to create a comfortable working environment for the medical profession in Japan.
 There were some differences between the two countries that may be due to differences in health care
 systems and cultural backgrounds.

研究分野： 社会学およびその関連分野

キーワード： 女性医療人　キャリア継続　労働衛生的視点　精神的健康度　高度専門職

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
介護や自身の疾病・障害と共存した就労など、多様な医療人が仕事を継続するための労働環境の再構築が求めら
れている。海外の異なる社会状況と比較し、高度医療専門資格を有効に活用して就業を継続できる要因を明らか
にすることは世界に先駆けて少子超高齢社会が進む我国の様々な職場における「働き方改革」を考えていく上で
大変意義深い。これまでの社会的性別役割分担意識を無くし医療職が活躍できる場を作ることは、仕事か家庭
か、といった古い択一的な概念を捨て他者に寛容なユニバーサル社会を形成することにも繋がる。さらには少子
化の進行をくい止める一助となる可能性や日本全体の社会構造の変革に挑戦することにも繋がる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究を開始した 2021 年の我国の医療施設に従事する医師数は約 32 万人、その中の女性医師
は約 7.4 万人(23%)であった。医学部生の女子比率は 1985 年に 20%を超え、35 年を経た当時 34%
と増加したが、女性医師比率は前述のように 23%に留まっていた。このように女性医師の定着率
は未だに低く都市部を除いて特に地方の医療現場は慢性的な医師不足がみられる。少子超高齢
社会の進展で、今後労働力人口の減少と高齢化による労働市場の人手不足が予想されている 1)。
医療・保健・福祉分野で働く医療従事者数も十分ではなく、人口千人当たりの医師数は 2.6 人で，
OECD 加盟国中、下位 6 位と低い 2)。本邦では高騰する医療費のもとで、医師数は OECD 平均に
比べると少なく, 受診件数は多いため過重労働を強いられる医療提供体制が続いている。長時間
労働による心身への影響が指摘され、様々な研究が行われているが、高度専門職の多い医療現場
は、仕事の対象が人命であるため、そこで働く人々の健康や職場環境に関する労働衛生的視点か
らの分析は少ない。医療の現場は人の命を扱うため「聖域」とみなされ、医療現場の職場環境や
働き方については一般企業等の職場と異なり、評価対象となりにくく、評価のゴール(企業では
利益追求)も設定できにくい状況が見られる。また、我国では特に就労女性医師数は OECD 諸国
の中でも少なく、妊娠や出産によって就業できない時期があるのは女性特有の現象であるが、女
性医師の短時間労働や離職なども多い。固定的性別役割分担意識が未だ根強く、育児を担う女性
医師はこの過重労働に対応できず離職を強いられることが多々見られる。このため、女性医師の
年齢別就労率は子育て世代である 35 歳前後で 76%まで低下する M 字カーブを描く。このよう
な医師全体の長時間労働や固定的性別役割分担意識を変えてゆかねば持続可能な医療体制の構
築は困難と考えられる。 
非正規雇用等の不安定就労の増加により､心身の健康問題や経済上の不安による少子化が加速

する今日､｢資格｣に基づく職業は身分が保障されている点で女性の職業として有利である｡その
中でも社会的地位と生きがいを保てる医療資格職は､女性を自立させ安定した働き方ができるロ
ールモデルとしてその在り方に注目が集まる。国際的にも､医療職は生命や健康にかかわる行為
を行うためニーズが高い。特に人口増加の激しい途上国では教育システムが追い付かず､医師･
看護師の偏在や不足が社会課題となっている｡東欧､北欧を中心に女性医師割合は 5 割以上と高
く､女性医師割合の高いスペインは､医療や介護は女性向きという伝統的な考えに加え､女性医療
職の公的機関での登用が進んでいる状況が報告されている 3)｡即ち､職業意識や就業システムの
工夫次第で医療職における女性参画は十分可能と考え､その既存のシステムの課題や望ましい条
件を探るべく申請者は 2007 年度文部科学省大学改革等推進事業「社会的ニーズに対応した質の
高い医療人養成推進プログラム」に採択され女性医療人支援プロジェクトを立ち上げた。現在ま
で続けている九州大学病院きらめきプロジェクトにおいて女性医療職等の働き方支援事業への
参画を通じ、普及可能な効果的支援策として働き続けることに困難を伴う医療職が復職できる
よう医局等の枠組みから離れ短時間勤務での就労を可能にする仕組みや、各医療職の多様な背
景を配慮したプログラムを提供すると同時に、長期的な視点で将来の医療を担う世代へ多様性
を尊重する価値観、マイクロアグレッションやアンコンシャス・バイアスへの気づき、具体的対
話を促すコミュニケーション術についての教育など表面的な対策に留まらない支援を行ってき
た。様々な教育機関とも密接に連携を図り本取組みが九州大学病院のみにとどまらず他医療機
関から参考にされる支援事業を展開し、相互のプロジェクトを評価し合うことによって、より良
い支援体制の構築もこれまで目指してきた。このような支援策が目標とする働き方や医療体制
の実現に役立っているか、評価アンケートの実施や成果報告会などを通じフィードバックを得
る機会を設け、方向性の調整・改訂を行うことが必要である。さらに、申請者は 2019-2021 年（延
長申請にて 2022 年）に挑戦的研究（萌芽）にて「女性医療職者におけるキャリア継続の 10 年の
変遷を追う」というテーマで研究を立案した｡従来、医師や看護師を含めた女性労働者の就労支
援として妊娠・出産・育児期を中心とした取り組みが行われてきたが、妊娠出産育児に限定した
支援は、一時的・部分的なものであり十分でない。近年は、非婚者も多く、世帯当たりの子供数
は少なく、若い男女では伝統的性別役割分担意識も徐々に薄れてきている。超高齢社会の出現に
より、家族の介護や就労者自身の疾病・障害と共存した就労など、多様な人が仕事を継続するた
めには労働条件の再構築が求められている。離職や休職など流動化しやすい女性の就労が、高度
医療専門資格を有効に活用して就業を継続できる要因を探索し明らかにすることは、少子超高
齢社会が進む我国の様々な職場における「働き方」を考えていく上で非常に意義があり応用可能
であると考えられた。本邦の固定的性別役割分担意識の壁は低くなってきたものの欧州・北欧に
比べると未だに高く、現在、国内の５大学病院で行った医療職者約 3000 人のデータを解析し、
看護師、医師、歯科医師、薬剤師、検査技師、放射線技師、その他の医療職者に分けて検討中で
ある。 
 
 
２．研究の目的 
 2007 年に九州大学病院において「きらめきプロジェクト」を立ち上げて以来、久留米大学病



院における「元気プロジェクト」、佐賀大学医学部における「バルーンプ ロジェクト」も開始さ
れ、2010 年に九州大学、佐賀大学、福岡大学で男女医療職の労働環境に対する意識を調査して
おり、2020 年から 21 年にかけてさらに、九州大学、佐賀大学、福岡大学、久留米大学、産業医
科大学の５大学病院において同様の調査も行った。本研究では、これまで行ってきた国内での調
査と同等の内容で海外との比較を行うこととした。海外では北欧のように女性医師を活用し医
療体制の均衡が良い国から、インドネシアのように性別役割分担意識が本邦より強い国もある。
比較的女性医療職が活躍しているフィリピンでの調査を行い、異なる文化・社会の国における現
状を、申請者が行ってきた本邦の 10 年間の医療職の労働環境や健康に対する意識調査の結果と
比較し、グローバルな視点から打開策を構築することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
(1)対象 
 2020 年 3～11 月に九州北部の大学病院 5 か所で勤務する医療職者に対し、質問紙もしくは Web
にて調査を行った。各病院で調査依頼書等を配布後（7,698 部）、最終的に 3,036 人分を有効回答
として回収した（回答率 39.4％）。本研究期間の開始された 2021 年 4 月よりこれらのデータの
解析を開始すると同時にフィリピンでの調査を行うために連携のある St.Luke’s 病院との交渉を
開始し、病院の医療職 200 人を対象とした。 
(2)調査内容 
 調査票は無記名の自記入式で、下記のような調査項目を含んでいた。本邦で調査した内容を英
訳し、St.Luke’s病院の研究協力者 Carolina Linda Tapia と Vittoria VD. Velasquez とも検討し、英語
版調査票を確定した。 
・基本項目:職種、専門、教育歴、勤続、年齢、性別、婚姻・世帯状況、子どもの有無、雇用形態
を調査した。 

・職場環境の情報:勤務時間、努力―報酬不均衡モデル調査票を用いた。  
・健康情報:精神健康調査(General Health Questionnaire: GHQ)４)、主観的健康、生活習慣等を用い
た 

 健康状態は General Health Questionnaire30（GHQ30）の得点と主観的健康感５)で「良くない」
もしくは「あまり良くない」と回答した健康不良割合を用いた。職場環境から生じるストレスは
努力-報酬不均衡モデルの日本語版調査票６)で評価し，努力と報酬の得点比を職業性ストレスと
した。 
(3)データ収集方法 
アンケートはオンライン・データ集積管理システム (Research Electronic Data Capture: REDCap)の
両方を用いて実施した。国内での収集は紙媒体と Web を併用した。収集されたデータは研究代
表者の所属施設内に設置したサーバーに集約され、厳重に管理した。日本では Web と紙媒体に
よる調査、フィリピンでは Web による調査とした。 
(4)解析方法 
・職種、施設ごとに集計し、職場環境、健康指標、生活状況の我が国とフィリピンとの単純比較     
を行うことで各職場環境を特徴づける。  

・年齢、婚姻等の生活背景など交絡要因を調整して多変量解析もしくは傾向スコアマッチング法 
を行い、各種要因と労働衛生上のより良いアウトカム指標との関連を探索した。  

・組織や部署、職種といった複数の階層グループが存在するため、最終的にはマルチレベルモデ
ルの多変量解析を行うことで、医療者のキャリア継続に重要な要因を明らかにしていく。 

九州大学医系地区部局臨床研究倫理審査委員会の審査を経て（許可番号 2019-361, 2020-63, 2020-
255）実施した。また、各大学の倫理委員会の承認も得た。 
 
 
４．研究成果 
(1)我が国とフィリピンの職種ごとの対象数 
 我が国の調査では 7698 人に配布し 3335 人より回収できたが、記入漏れなどの理由で最終的
に 3,036 人を解析対象とした。男性 931 人、平均年齢 36.2 歳であった。職業的特性、夜勤の有
無、患者対応の多寡とその責任の重さ、回答者の数から、以下の６群に分類した。看護師 1821
人、医師 706 人、歯科医師 83 人、薬剤師 77 人、診断関連医療職 261 人（診療放射線技や検査技
師）、治療関連医療職 88 人（臨床工学士、理学療法士、言語聴覚士、作業療法士、管理栄養士、
その他：公認心理師、歯科衛生士、視能訓練士、医療技術職員）であった。診断関連医療職にま
とめた診療放射線技師、検査技師は、診断や検査が主な仕事であり他の職種に比べると職務の中
で患者と直接対応する時間は短い。一方、治療関連医療職にまとめた臨床工学士、理学療法士、
言語聴覚士、作業療法士等は治療の一役を担い患者と接する時間が長い職種として一群にまと
めた。 
 St.Luke’s 病院に所属している医療従事者 200 名中、107 名より回答を得た（回収率 54%）。医
師は 62 名（57.9%）、看護師は 21 名（19.6％）、薬剤師 12 名（11.2%）が含まれていた。 
(2)対象の基本特性 
対象者全体の年齢の中間値は 35 歳で、看護師が 6 群の中で最も若く（34.6 歳）、医師が最も年



齢が高い（40.1 歳）集団であった。学歴では医師、歯科医師、薬剤師は 6 年生卒業であり、博士
号取得者は歯科医師で約 68％を占め、医師（約 40％）や薬剤師（約 12％）に比べると多かった。
看護師においては 4 年生卒業が約 60％と診断関連医療職や治療関連医療職の 40％台に比べると
高い比率であった。治療関連医療職者は専門学校卒業が約 30％を占めていた。雇用形態におい
ては、看護師、薬剤師、診断関連医療職者、治療関連医療職者は正規雇用者が 90％以上を占め
ていたが、医師は約 83％、歯科医師は約 70％であった。時短の非常勤で勤務しているのは歯科
医師に約 25％見られ最も多かった。非常勤職を除いた正規雇用者における労働時間は、月当た
りの勤務日数も週あたりの労働時間も医師で最も長かった。月当たりの夜勤は看護師が、一番回
数が多く、次が医師であった。給与体系では、非常勤が多い歯科医師に日給や時給が一番多く見
られた。職位としては看護師、薬剤師、診断関連医療職、治療関連医療職においては約 70％が
役職なしの職員であった。回答者における婚姻状況は医師が約 81％で一番高く、看護師では 36％
と最も低く、その他の職種ではほぼ同等で 50％台であった。子供有りも医師では約 70％と、看
護師では最も低く 30％、その他の医療職は 40％台であった。 

St.Luke’s 病院では年齢中間値は 30 歳と若く、女性が 62％を占めていた。未婚が 84％と高く、
子供が居るのは 17％であった。医師が 60％を占め、看護師 20％、薬剤師 10％、その他の医療職
が 10％であった。職位は役職無しが 90％を占めていた。 
(3)健康状態 
このような調査対象者の心身の健康度を General Health Questionnaire と主観的健康観、睡眠時

間により検討した。一般健康調査票 30(GHQ30)の総得点の平均値は全体では 8.6 点であり、看護
師は 9.8 と最も悪く、医師や歯科医師では 6 点台で最も低かった。薬剤師、診断関連医療職や治
療関連医療職で 7-8 点台と中等度であった。GHQ≧7 点以上の健康問題があると考えられる医療
人が全体の 56％に見られ、看護師では 66％と最も多かった。医師、歯科医師はどちらも約 40％
であり、その他の医療職種は 40-50％であった。主観的健康状態は、全体では 50％がふつう、34％
がよい〜とてもよいと答えており、その中でよいが約 22％、とても良いが 12％をしめていた。
ふつうと答えている比率は全職種でほぼ 50％と有意差はないが、とてもよいと答えたのは看護
師では 7.5％にすぎず、診断関連医療職でも約 12％と低い傾向がみられたが、医師は約 20％と一
番高かった。睡眠時間に関しては約 80％の対象が 5〜6 時間台の睡眠時間であり、職種間でも有
意差は無かった。主観的な睡眠感にも職種間で有意差は無く、50％台の医療職者が、まあまあ睡
眠が取れているという答えであり、約 30％が十分に取れていないという回答であった。 
St.Luke’s病院では、平均値は全体では 9.2 点であり、健康問題があるといわれる GHQ≧7 点以上
の人は全体の 51％であった。主観的健康状態は、全体では 47％がふつう、29％がよい〜とても
よいと答えていた。 
(4)職業に関するストレス：努力―報酬不均衡モデル 
報酬不均衡モデルに従って、仕事上の努力要素と報酬要素を測定して得点化し、バランス(努

力／報酬)を検討した。全体では努力要素の得点の中央値は約 16 点、報酬要素は約 47 点、バラ
ンスは 0.7 であった。ストレスリスクは日本人標準値との差の比率をみたものであるが、看護師
では努力要素の得点の中央値は約 17.3 点、報酬要素は約 47 点、バランスは 0.7 であった。一番
ストレスリスクが高かった。努力要素は看護師が他の職種に比べて、有意に高く、報酬要素は治
療関連医療職で最も低かった。その結果、努力と報酬のバランスは、看護師は医師、歯科医師、
診断関連医療職より悪く、治療関連医療職は歯科医師、診断関連医療職より悪かった。 
St.Luke’s病院では、全体では努力要素の得点の中央値は約 17.5 点、報酬要素は約 47.8 点、バ

ランスは 0.71 であった。 
(5)医療事故の経験 
全体では、およそ 50％に過去１年間に危機を感じる事が少しあったと答えている。まったく

無かったと答えたのは歯科医師が一番多く 11％であり、治療関連医療職においても 8％と多か
ったが、看護師や薬剤師では約 4％と少なかった。一方で、しばしば感じた者、実際におこした
者を合計すると看護師と薬剤師では 20％を越えていた。実際に事故をおこしたのは看護師と医
師で約 5％と他より高かった。 
St.Luke’s 病院では、およそ 36％に過去１年間に危機を感じる事が少しあったと答えている。

まったく無かったと答えたのは 15％であり、実際に事故をおこしたのは約 10％と高かった。 
(6)人生への評価・満足 
生きがいや趣味などに対する質問においては、3 要素に集約して結果を示した。全体では３つ

とも 9.4-9.8 点であった。自分の趣味や家族とゆっくり過ごせないことにストレスを感じるのは
医師が一番高く(10.2 点)、自分の健康によいことをしたり、将来について考えられないストレス
も医師で高かった(10 点)。また、自分の時間管理ができないストレスは医師と歯科医師で高かっ
た(>10 点)。薬剤師、診断関連医療職や、治療関連医療職では低かった。 
St.Luke’s 病院では、全体では、自分の趣味や家族とゆっくり過ごせないことにストレス 10.8

点、将来について考えられないストレスは 10.1 点、また、自分の時間管理ができないストレス
は 11 点と本邦より高かった。 
(7)人的サポートの利用 
情緒的支援は全体で 17.6 点、看護師や医師に比べると診断関連医療職者で一番低く、情報的

支援は職種間で有意差はなく(16.8 点)、実際の支援を受けているのは歯科医師が 17.6 点と一番高
かった。 



St.Luke’s病院では、3 項目とも 20 点前後あり本邦の結果より満足度が高かった。 
(8)傾向スコアマッチング法を用いた本邦とフィリピンの比較 
 St.Luke’s 病院に所属している医療従事者 200 名中、107 名より回答を得た（回収率 54%）。医
師は 62 名（57.9%）、看護師は 21 名（19.6％）、薬剤師 12 名（11.2%）が含まれていた。先行調
査として本邦の 5 大学病院にて施行した調査の回答 3119 名の結果より傾向スコアマッチング法
を用いて、St.Luke’s病院 85 名（フィリピン群、P 群）と本邦 5 大学病院 598 名（日本群、J 群）
を選択した。2 群間で評価項目を比較検討した。職業性ストレス指標である努力・報酬得点比は
P 群が J 群と比べ有意に高く(0.7±0.4 vs 0.6±0.2, P<0.001)、男女別でも同様の結果であった。一
般的健康 GHQ では両群間に差はなかったが(43(50.5%) vs 275(45.9%), P=0.55)、P 群では J 群と比
べ社会的活動障害に関する平均点が高く(1.8±1.7 vs 0.7±1.2, P<0.001)、睡眠時間が短く主観的健
康状態が悪かった(20(71.7%) vs 77(13%), P=0.008)。一方で、生きがいを示す評価項目はいずれも
P 群では J 群と比べて有意に高かった。P 群では家事への負担感をより感じる人が多かったが、
平均家事時間は J 群との間に差はなく、人的サポート資源への満足度も高かった。 
また、職業別に傾向スコアマッチング法を用いて P 群・J 群を抽出した。医師は P 群 n=53、J

群 n=371、看護師は P 群 n=21、J 群 n=149 であった。医師では努力・報酬得点比は J 群と比べ P
群で有意に高く(0.7±0.2 vs 0.5±0.2, P=0.002)、女性医師で同様の結果が見られた(0.7±0.2 vs 0.5
±0.2, P=0.006)。一般的健康 GHQ は両群間に差はなかったが、社会的活動障害やうつ傾向は P 群
で有意に多く見られた。P 群では J 群と比べ睡眠時間が短いと回答したものが有意に多かった。
生きがいを示す評価項目は２群間で差はなかった。家事平均時間は２群間で有意な差はなかっ
たが、P 群では家事負担感を感じている男性が J 群と比べ有意に多かった。看護師では努力・報
酬得点比は２群間に有意な差は認めなかった。男女別でも同様の結果であった。一般的健康 GHQ
も両群間に差はなかったが、P 群では J 群と比べ睡眠時間が短いと回答したものが有意に多かっ
た（６時間以上の睡眠：1(5%) vs 85(57.0%), P<0.001）。P 群では平均家事時間は男女ともに J 群
よりも長かったが、人的サポート資源への満足度は高く、家事負担感に差は認めなかった。 
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